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００６０．利用者システム設定
	


















	業務コード
	業務名

	ＵＳＡ
	利用者システム設定




１．業務概要
各種利用者システム設定の登録並びに変更を行う。

２．入力者
航空会社、航空貨物代理店、混載業、保税蔵置場、船会社、ＣＹ、輸出入者、バンプール

３．制限事項
①１利用者コードに対して、登録可能な輸出入許可書を出力する輸出入者コードは最大１００件とする。
②１利用者コードに対して、登録可能な到着便名と路線コードは最大１００件とする。
③１利用者コードに対して、登録可能な機長代行受託航空会社は最大１００件とする。
④１利用者コードに対して、登録可能な委託元航空会社に関する項目は最大９８件とする。

４．入力条件
（１）入力者チェック
（Ａ）システムに登録されている利用者であること。
（Ｂ）入力された利用者コードと、入力者の利用者コードが一致すること。
（２）入力項目チェック
（Ａ）単項目チェック
「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。
（Ｂ）項目間関連チェック
「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。
（３）利用者ＤＢチェック
入力された利用者コードが輸出入者（外為法関連業務）＊1ではないこと。
（＊１）先頭１文字目が「Ｖ」の利用者コード。
（４）国内用輸出入者ＤＢチェック
入力された利用者コードが輸出入者の場合は、以下のチェックを行う。
①入力された輸出入者コードが国内用輸出入者ＤＢに存在すること。
②入力された輸出入者コードまたは法人番号の情報出力先を削除する旨が入力された場合、入力された輸出入者コードまたは法人番号が利用者ＤＢに登録されていないこと。
③入力された輸出入者コードの先頭８桁が入力された利用者コードに係る利用者ＤＢの輸出入者コードの先頭８桁と同一であること。または入力された法人番号の先頭１３桁が入力された利用者コードの利用者コードに係る利用者ＤＢの法人番号の先頭１３桁と同一であること。ただし、国内用輸出入者ＤＢにて輸出入者コードと法人番号が紐づいて登録されている場合は、相互に変換してチェックを行う。
④入力された情報出力先利用者コードに係る利用者ＤＢの輸出入者コードと入力された利用者コードの利用者コードに係る利用者ＤＢの輸出入者コードの先頭８桁が同一であること。または入力された情報出力先利用者コードに係る利用者ＤＢの法人番号と入力された利用者コードの利用者コードに係る利用者ＤＢの法人番号の先頭１３桁が同一であること。ただし、国内用輸出入者ＤＢにて輸出入者コードと法人番号が紐づいて登録されている場合は、相互に変換してチェックを行う。
⑤情報出力先利用者コードの設定を削除する場合、納付書関連情報を輸出入者本人に出力する設定となっていないこと。
（５）ＸＭＬ形式で出力可能な出力情報コードに係るチェック
ＸＭＬ形式で出力する旨の入力がされた場合、入力された利用者コードに係る論理端末所有者ＤＢにｎｅｔＡＰＩ処理方式の論理端末名＊２が存在すること。
（＊２）先頭１文字目が「Ｖ」の論理端末名
（６）ＯＵＴ業務不要表示におけるチェック
①ＯＵＴ業務を行わない保税蔵置場からＯＵＴ業務を行う保税蔵置場へ変更する場合、保税地域ＤＢにおいてシステムにより蔵置料金計算を行う保税蔵置場となっていないこと。
②ＯＵＴ業務を行う保税蔵置場からＯＵＴ業務を行わない保税蔵置場へ変更する場合、保税地域ＤＢにおいてＨＰＫ不要の保税蔵置場となっていないこと。
（７）船会社コードチェック
入力された利用者コードが船会社の場合、入力された利用者コードに係る利用者ＤＢに船会社コードが存在していること。
（８）管理資料「ＡＲＲＩＶＡＬ　ＣＡＲＧＯ　ＲＥＰＯＲＴ」の到着便名と路線コードにおけるチェック
（ａ）追加の場合
①入力された到着便名の先頭２桁が航空会社ＤＢに存在していること。
②入力された到着便名が、路線コードＤＢに存在しないこと。
③入力された路線コードが路線名ＤＢに存在していること。
（ｂ）変更の場合
①入力された到着便名が、路線コードＤＢに存在すること。
②入力された到着便名に係る路線コードＤＢの企業略称（利用者コードの下３桁）が入力された利用者コードの企業略称（利用者コードの下３桁）と一致していること。
③入力された路線コードが路線名ＤＢに存在していること。
（ｃ）削除の場合
①入力された到着便名が、路線コードＤＢに存在すること。
②入力された到着便名に係る路線コードＤＢの企業略称（利用者コードの下３桁）が入力された利用者コードの企業略称（利用者コードの下３桁）と一致していること。
（９）機長代行者／資格変更届利用者におけるチェック
（ａ）機長代行受託航空会社または資格変更届利用者の航空会社におけるチェック
①入力された利用者コードに係る識別番号の先頭１桁目が「Ｈ」の有効な情報が利用者ＩＤＤＢに存在していること。
②入力された航空会社コードが航空会社ＤＢに存在していること。
③入力された航空会社コードが機長代行者／資格変更届利用者ＤＢに存在していないこと。
（ｂ）機長代行受託航空会社におけるチェック
＜Ａ＞追加の場合
①入力された利用者コードに係る識別番号の先頭１桁目が「Ｈ」の有効な情報が利用者ＩＤＤＢに存在していること。
②入力された航空会社コードが航空会社ＤＢに存在していること。
③入力された航空会社コードが機長代行者／資格変更届利用者ＤＢに存在していないこと。
＜Ｂ＞削除の場合
入力された航空会社コードが機長代行者／資格変更届利用者ＤＢに存在していること。ただし機長代行受託航空会社または資格変更届利用者の航空会社となっている場合は除く。
（１１）受託航空会社におけるチェック
入力された利用者コードに係る受託航空会社が輸出航空会社利用者ＤＢに登録されている場合、入力された受託航空会社コードと輸出航空会社利用者ＤＢに登録済みの受託航空会社コードが一致すること。（受託航空会社の新規登録のみ可能とし、登録済み情報の変更並びに削除は不可）
（１２）委託元航空会社におけるチェック
（ａ）新規の場合
①入力された航空会社コードが航空会社ＤＢに存在していること。
②入力された空港コードが入力の利用者コードに係る利用者ＤＢの空港コードと同一であること。
③入力された航空会社コードと入力された利用者コードの利用者コード、空港コードの組み合わせが輸出航空会社利用者ＤＢに存在していないこと。
（ｂ）変更の場合
①入力された航空会社コードと入力された利用者コードの利用者コード、空港コードの組み合わせが輸出航空会社利用者ＤＢに存在すること。
②入力された航空会社コードと入力された利用者コードの利用者コード、空港コードの組み合わせが受託航空会社ではないこと。

５．処理内容
（１）入力チェック処理
前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合は正常終了とし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」を設定の上、以降の処理を行う。
合致しなかった場合はエラーとし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」以外のコードを設定の上、処理結果通知の出力を行う｡（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照）
（２）輸出入者に係る設定の更新処理
入力された利用者コード（利用者ＤＢ）の業種が輸出入者の場合、以下の処理を行う。
（ａ）国内用輸出入者ＤＢ処理
入力された輸出入者コードに係る輸出入許可情報の出力要否並びに情報出力先の利用者コードを変更する。ただし輸出入許可情報の出力が不要にされた場合で、該当の輸出入者コードが利用者ＤＢに紐づいていない場合は情報出力先の利用者コードの削除を行う。
（ｂ）ＸＭＬ利用者情報ＤＢ処理
ＸＭＬ形式にて出力する出力情報の更新を行う。
（３）混載業に係る設定の更新処理
入力された利用者コード（利用者ＤＢ）の業種が混載業の場合、以下の処理を行う。
（ａ）混載業ＤＢ処理
入力された混載業利用者コード（マニフェスト用）及び航空代理店利用者コードの更新を行う。
（４）航空貨物代理店に係る設定の更新処理
入力された利用者コード（利用者ＤＢ）の業種が航空貨物代理店の場合、以下の処理を行う。
（ａ）航空貨物代理店ＤＢ処理
入力された営業所コード、ＩＡＴＡコードの有無及びＩＡＴＡ代理店コードの更新を行う。
（ｂ）航空貨物代理店利用者ＤＢ処理
入力された代表通関業利用者コード及び代表混載業利用者コードの更新を行う。
（５）保税蔵置場に係る設定の更新処理
入力された利用者コード（利用者ＤＢ）の業種が保税蔵置場の場合、以下の処理を行う。
（ａ）保税地域ＤＢ処理
入力された利用者コードの保税地域に係る輸入許可後ＯＵＴ業務の要否の更新を行う。
（６）ＣＹに係る設定の更新処理
入力された利用者コード（利用者ＤＢ）の業種がＣＹの場合、以下の処理を行う。
（ａ）保税地域ＤＢ処理
入力された利用者コードの保税地域に係る輸入許可後ＣＹＯ業務の要否並びにブッキング情報関連の出力要否の更新を行う。
（ｂ）バンプール・ＣＹ利用者ＤＢ処理
ＥＩＲ出力要否の更新を行う。
（７）バンプールに係る設定の更新処理
入力された利用者コード（利用者ＤＢ）の業種がバンプールの場合、以下の処理を行う。
（ａ）バンプール・ＣＹ利用者ＤＢ処理
ＥＩＲ出力要否の更新を行う。
（８）船会社に係る設定の更新処理
入力された利用者コード（利用者ＤＢ）の業種が船会社の場合、以下の処理を行う。
（ａ）船会社・混載コードＤＢ処理
入力された利用者コードに係る危険物明細情報の出力要否の更新を行う。
（９）航空会社に係る設定の更新処理
入力された利用者コード（利用者ＤＢ）の業種が航空会社の場合、以下の処理を行う。
（ａ）保税地域ＤＢ処理
入力された利用者コードの保税地域に係るＬＤＲ帳票出力要否の登録を行う。
（ｂ）路線コードＤＢ処理
＜Ａ＞追加及び変更の場合
入力された便名に係る路線コードの更新を行う。
＜Ｂ＞削除の場合
入力された便名に係る路線コードの削除を行う。
（ｃ）機長代行者／資格変更届利用者ＤＢ処理
入力された機長代行者の受託航空会社または資格変更届利用者の航空会社の更新を行う。また、削除を行う旨が登録された機長代行者の受託航空会社の削除を行う。機長代行受託航空会社または資格変更届利用者の航空会社を削除する場合、「００（バスケットコード）」の登録を行う。
（ｄ）輸出航空会社利用者ＤＢ処理（受託航空会社）
入力された受託航空会社に係る設定の更新を行う。
（ｅ）輸出航空会社利用者ＤＢ処理（委託元航空会社）
＜Ａ＞追加の場合
入力された委託元航空会社に係る設定の登録を行う。
＜Ｂ＞変更の場合
入力された委託元航空会社に係る設定の更新を行う。
（ｆ）受託航空会社の有無設定処理
①自社の航空会社コードまたは委託航空会社の航空会社コードが存在する場合、保税地域ＤＢに委託元航空会社が存在する旨の登録を行う。
②委託航空会社の航空会社コードが１件も存在しない場合、保税地域ＤＢに委託元航空会社が存在しない旨の登録を行う。

（ｇ）受託航空会社ＤＢ処理
委託元航空会社が存在する場合、委託元航空会社の登録を行う。



（１０）出力情報判定処理
入力された利用者コードの業種（利用者ＤＢ）によって出力する出力情報は以下となる。
	項番
	入力された利用者コードの条件
	出力情報

	１
	船会社である場合
	利用者システム設定（船会社）登録情報

	２
	項番１に該当しないかつ保税蔵置場またはＣＹである場合
	利用者システム設定（保税蔵置場・ＣＹ）登録情報

	３
	項番１～２に該当しないかつ航空会社であり、輸出入者、混載業、航空貨物代理店いずれの業種を持たない場合
	利用者システム設定（航空会社・機長代行）登録情報

	４
	項番１～３に該当しないかつ航空会社である場合
	利用者システム設定（全業種）登録情報

	５
	項番１～４に該当しないかつ輸出入者であり、混載業または航空貨物代理店でもある場合
	利用者システム設定（輸出入者・混載業・航空貨物代理店）登録情報

	６
	項番１～５の該当しないかつ輸出入者の単独業種である場合
	利用者システム設定（輸出入者）登録情報

	７
	項番１～６に該当しないかつ混載業または航空貨物代理店である場合
	利用者システム設定（混載業・航空貨物代理店）登録情報

	８
	項番１～８に該当しない場合
	利用者システム設定（全業種）登録情報



（１１）出力情報編集処理
後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。



６．出力情報
	情報名
	出力条件
	出力先

	処理結果通知

	なし
	入力者

	利用者システム設定（船会社）登録情報
	出力情報判定処理の項番１に該当する場合
	入力者

	利用者システム設定（保税蔵置場・ＣＹ）登録情報
	出力情報判定処理の項番２に該当する場合
	入力者

	利用者システム設定（航空会社・機長代行）登録情報
	出力情報判定処理の項番３に該当する場合
	入力者

	利用者システム設定（輸出入者・混載業・航空貨物代理店）登録情報
	出力情報判定処理の項番５に該当する場合
	入力者

	利用者システム設定（輸出入者）登録情報
	出力情報判定処理の項番６に該当する場合
	入力者

	利用者システム設定（混載業・航空貨物代理店）登録情報
	出力情報判定処理の項番７に該当する場合
	入力者

	利用者システム設定（全業種）登録情報
	出力情報判定処理の項番４または８に該当する場合
	入力者



７．特記事項
ＣＳＦオンラインメンテナンス規制時間帯ＤＢにて定められた時間帯は業務規制時間帯となり、当該業務を実施することができない。（規制時間帯は別途定めることとする）
0060-01-1
